令和４年度第72回岩手県高等学校スキー大会
新型コロナウイルス感染症拡大防止ガイドライン

岩手県高体連スキー専門部

１．大会開催における基本的な対応 
１）（公財）日本スポーツ協会及び（公財）全日本スキー連盟が示すガイドラインに沿って大会を運営する。 
２）大会当日の会場への入場は、選手・監督・引率責任者・コーチ・保護者（２名まで）・学校関係者・役員・補助員・その他、大会運営において必要と認められる者・報道関係者のみとし、保護者以外の家族、一般観客は不可とする。 
３）本ガイドラインの内容は、感染状況によって変更する場合もある。

２．感染陽性者及び濃厚接触者等の対応は下記のとおりとする。
１）感染陽性者について
陽性者は大会参加不可。保健所及び医師から指示された健康観察期間（自宅待機）の解除　　
後も、咳などの身体症状が残る場合は、大会参加を自粛するなど、学校で適切な対応をす　ること。
２）濃厚接触者について
濃厚接触者については、ＰＣＲ検査や抗原検査が陰性であっても、保健所で指示された健
康観察期間（自宅待機）は、大会に参加できないものとする。
３）濃厚接触者の疑いがある場合について
濃厚接触者の疑いがあり、保健所等から「濃厚接触者に該当しない」と判断されるまで　は、体調等にかかわらず、大会参加を見送ること。
４）参加について
チーム内で大会１週間前から前日までに部活動が起因する小規模クラスターが発生したチームは、大会参加を見送ること。

３．参加者（大会役員・選手・監督・保護者等）の対応
１） 来場前
・倦怠感等の体調不良・発熱などがある場合は絶対に会場に来場しないこと。
・受診が必要な場合は、下記相談センターへ連絡して受診できる病院を確認すること。ま　た、受診する場合は、受診する旨と受診後の診断についても大会本部へ報告すること。
※岩手県受診・相談センター（24 時間受付）019-626-0837
・大会参加者は来会２週間前から大会参加終了時までの健康チェックシート（様式1-1・1-2　による健康状態の記録をし、1カ月保管すること。
・引率責任者は、来会前、選手の健康チェックシート（様式１-1）の内容を毎日確認し、健康状態に問題がある場合は必ず医療機関を受診させること。
[bookmark: _GoBack]・引率責任者は、大会期間中、選手の健康チェックシート（様式1-2）の内容を毎日確認する。その際、必ず健康チェック管理用紙（様式２）へ必要事項を記入し、大会終了時に原本を大会本部へ提出する。
２）大会期間中
・消毒用アルコールで必ず手指消毒する。
・受付で体調チェックシートを提出し、体調不良者や発熱者がいる場合は報告すること。
・毎日の体調確認と検温を実施する。 
・こまめな手洗い、アルコール等による手指消毒を実施する。 
・競技中以外はマスクを着用する。 
・ゴミの持ち帰りを徹底する。特に唾液のついたものは、ビニール袋に入れ、口を綴じて指定　された場所に捨てる。
・唾や痰を吐かない。	
３）大会参加後の注意事項 
・大会後２週間以内に陽性者・濃厚接触者が発生した場合は、専門委員長へ連絡すること。 


